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林業技術伝承の森（東神楽）



　

緑
溢
れ
る
季
節
を
迎
え
、
組
合
員
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
清
祥
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

日
頃
よ
り
当
組
合
事
業
運
営
に
格
別
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

第
52
回
総
代
会
は
、
昨
年
６
月
１
日
東

神
楽
町
森
林
組
合
と
合
併
後
、
総
代
が
改

選
さ
れ
初
め
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

11
件
の
提
出
議
案
が
原
案
の
と
お
り
議
決

さ
れ
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
度
の
役
員
改
選
で
引
続
き

代
表
理
事
組
合
長
の
職
責
を
担
う
事
に
な

り
ま
し
た
。
皆
様
方
の
ご
支
援
ご
協
力
を

頂
き
な
が
ら
、
旭
川
市
森
林
組
合
発
展
の

た
め
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の

で
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
令
和
５
年
度
の
森
林
整
備
予
算
は
、

当
組
合
に
お
い
て
前
年
比
92
％
の
配
分
決

定
と
な
り
ま
し
た
。

　

補
助
事
業
の
基
本
で
あ
る
森
林
経
営
計

画
は
、
合
併
し
た
東
神
楽
地
区
の
組
替
え

を
早
急
に
取
り
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
全

地
区
の
組
替
え
も
完
了
致
し
ま
し
た
。

　

伐
期
を
迎
え
た
人
工
林
資
源
の
主
伐
が

進
め
ら
れ
る
中
、
森
林
所
有
者
の
理
解
を

得
な
が
ら
主
伐
後
の
再
造
林
１
０
０
％
を

基
本
に
、
未
来
に
向
け
森
林
を
守
り
育
て

て
参
り
ま
す
。

　

導
入
し
た
林
業
機
械
で
直
営
に
よ
る
林

産
事
業
を
展
開
し
、
林
業
従
事
者
の
長
期

雇
用
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
林
業
は
他
産

業
に
比
べ
極
め
て
高
い
労
働
災
害
が
発
生

す
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
労
働
安
全
衛
生

講
習
会
等
の
教
育
研
修
を
実
施
し
、
労
使

一
体
と
な
っ
て
労
働
安
全
に
対
す
る
高
い

意
識
で
災
害
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

　

最
後
に
森
林
・
林
業
は
２
０
５
０
年
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
、
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
か
ら
森
林

環
境
税
の
課
税
が
始
ま
り
ま
す
。
林
業
を

取
り
巻
く
状
況
が
変
わ
る
中
、
組
合
員
の

皆
様
へ
少
し
で
も
多
く
の
利
益
を
還
元
で

き
る
よ
う
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
組
合

員
皆
様
の
御
理
解
、
御
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

合
と
の
合
併
に
伴
い
総
代
が
改
選
さ
れ
、

総
代
定
数
２
１
０
名
う
ち
本
人
出
席
68
名
、

委
任
代
理
人
出
席
16
名
、
書
面
決
議
83
名
、

合
計
１
６
７
名
で
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
長
に
比
布
地
区
の
牧
野
勝
頼
総
代
を

選
出
し
、
提
出
議
案
11
件
が
原
案
ど
お
り

承
認
、
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

木
津
組
合
長
は
開
会
挨
拶
で
、「
国
内

経
済
は
円
安
相
場
が
進
行
、
燃
料
や
輸
入

資
材
の
高
騰
か
ら
イ
ン
フ
レ
傾
向
に
あ
り
、

住
宅
着
工
に
陰
り
が
見
え
始
め
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
森
林
組
合
は
資
源
循
環

型
の
取
り
組
み
と
し
て
、
計
画
的
な
主
伐

と
豊
か
な
森
づ
く
り
推
進
事
業
を
活
用
し

た
再
造
林
を
必
ず
セ
ッ
ト
に
し
て
、
森
林

環
境
の
維
持
と
木
材
の
安
定
供
給
に
取
り

組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

令
和
４
年
度
の
事
業
概
況
に
つ
い
て
、

販
売
事
業
は
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
の
影
響
で
３
月
の
ロ
シ
ア
単
板
が
輸

入
禁
止
さ
れ
、
国
産
材
へ
の
代
替
需
要
が

生
じ
た
た
め
、
道
産
の
原
木
に
強
い
引
き

合
い
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
カ
ラ
マ
ツ
原

木
は
、
製
材
受
注
が
旺
盛
で
、
一
時
原
木

不
足
か
ら
原
木
価
格
が
上
昇
し
ま
し
た
が
、

今
は
落
ち
着
い
た
状
況
。
取
扱
実
績
は
、

前
年
比
１
１
１
％
を
確
保
出
来
ま
し
た
。

　

森
林
整
備
事
業
は
、
造
林
、
下
刈
、
間

伐
な
ど
の
取
扱
実
績
で
４
０
９
ha
前
年
比

１
１
９
％
の
実
績
。
地
区
の
路
網
整
備
と

草
刈
に
つ
い
て
、
旭
川
市
で
は
譲
与
税
を

活
用
し
た
林
業
専
用
道
等
維
持
管
理
事
業

で
81
㎞
を
整
備
。
比
布
町
で
は
、
民
有
林

作
業
道
維
持
管
理
事
業
で
14
㎞
を
整
備
。

　

こ
の
ほ
か
森
林
整
備
部
門
で
大
き
な
ウ

エ
ー
ト
を
占
め
る
委
託
事
業
は
、
旭
川
市

の
市
有
林
管
理
業
務
、
と
み
は
ら
自
然
の

森
施
設
管
理
、
ア
ラ
イ
グ
マ
捕
獲
業
務
、

林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
業
務
、
比
布
町
の
ス

キ
ー
場
草
刈
業
務
を
受
託
し
事
業
確
保
に

努
め
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
の
事
業
実
績
は
、
組
合
員

皆
様
方
の
ご
支
援
ご
協
力
、
職
員
、
作
業

員
、
協
力
事
業
体
の
取
り
組
み
に
よ
り
事

業
総
収
益
２
億
９
千
万
円
、
事
業
利
益

５
２
９
万
円
、
当
期
未
処
分
剰
余
金
１
，

０
４
３
万
円
の
計
上
を
報
告
で
き
ま
す
こ

と
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
ど
う
な

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
ロ
シ
ア
と
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
状
況
な
ど
世
界
的
情
勢
も
緊
迫

感
が
続
い
て
い
ま
す
。
道
産
材
の
供
給
体

制
で
は
、
昨
年
５
月
か
ら
輸
入
材
が
順
調

に
入
荷
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
国
産
材
需

要
が
落
ち
着
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
今

後
も
輸
入
材
が
安
定
し
て
入
手
で
き
る
か

不
透
明
。
こ
れ
か
ら
は
道
産
木
材
へ
の
転

換
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず

は
原
木
の
安
定
供
給
の
た
め
、
伐
採
作
業

の
効
率
化
を
図
り
、
高
性
能
林
業
機
械
の

利
用
や
、
伐
採
後
の
着
実
な
植
林
へ
の
取

り
組
み
を
し
な
が
ら
、
原
木
確
保
し
ま
す
。

　

森
林
整
備
予
算
も
限
ら
れ
た
中
で
、
組

合
員
の
理
解
を
得
な
が
ら
効
率
的
に
森
林

整
備
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　

最
後
に
令
和
５
年
度
の
事
業
運
営
に
あ

た
り
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
コ
ロ
ナ
禍

の
厳
し
い
状
況
を
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
」

と
挨
拶
し
た
。

御

　挨

　拶

旭
川
市
森
林
組
合

代
表
理
事
組
合
長

　木

　津

　
　勝

　

第
52
回
通
常
総
代
会
が
令
和
５
年
２
月

28
日
旭
川
市
民
文
化
会
館
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
収

束
の
気
配
が
見
ら
れ
ず
、
昨
年
に
続
き
、

関
係
機
関
、
指
導
機
関
の
来
席
を
控
え
さ

せ
て
頂
い
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
総
代
会
は
、
東
神
楽
町
森
林
組

第第
5252
回
通
常
総
代
会
を
終
了

回
通
常
総
代
会
を
終
了

総代会風景

木津組合長の開会挨拶

1



●
運
営
の
基
本
方
針

一
、
組
合
員
に
信
頼
さ
れ
る
組
織
体
制
の

確
立
に
努
め
ま
す
。

（
森
林
組
合
系
統
運
動
「JForest

ビ
ジ
ョ

ン
２
０
３
０
」
の
実
践
）　

二
、
組
合
員
の
理
解
を
得
な
が
ら
伐
採
後

の
再
造
林
を
基
本
に
、
限
ら
れ
た
予
算

の
中
で
植
林
、
下
刈
、
間
伐
等
の
森
林

整
備
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

三
、
合
併
に
よ
り
旭
川
、
比
布
、
東
神
楽

に
管
轄
エ
リ
ア
が
拡
大
し
ま
し
た
が
、

森
林
整
備
の
所
有
者
負
担
の
平
等
性
が

図
ら
れ
る
よ
う
、
行
政
支
援
を
要
請
し

事
業
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

四
、
担
い
手
の
育
成
・
労
働
力
確
保
に
対

す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
今
年
度
も
補

助
制
度
を
活
用
し
て
林
業
機
械
を
導
入

し
、
直
営
に
よ
る
冬
山
造
材
を
行
い
通

年
雇
用
化
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

五
、
薪
、
き
の
こ
資
材
の
取
扱
を
通
じ
て

森
林
の
魅
力
や
木
材
利
用
の
重
要
性
を

Ｐ
Ｒ
し
て
参
り
ま
す
。

六
、
労
働
安
全
衛
生
に
係
る
様
々
な
取
組

や
対
策
を
と
り
、
労
働
災
害
ゼ
ロ
に
向

け
た
職
場
環
境
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

●
指
導
部
門

一
、森
林
組
合
系
統
運
動「JForest

ビ
ジ
ョ

ン
２
０
３
０
」
の
内
容
に
沿
っ
て
活
動

を
行
う
。

二
、
造
林
、
除
間
伐
、
下
刈
、
路
網
整
備

等
の
企
画
推
進
及
び
指
導

三
、
令
和
5
年
組
替
え
と
な
る
経
営
計
画

の
作
成
（
旭
川
市
、比
布
町
、東
神
楽
町
）

四
、
木
育
活
動
（
マ
イ
箸
作
り
、
キ
ッ
ズ

講
座
、
き
の
こ
食
毒
講
習
会
、
リ
ー
ス

作
り
）

五
、
森
林
認
証
の
普
及

六
、
山
火
事
予
消
防
と
不
法
投
棄
防
止
の

啓
発

七
、
組
合
員
へ
の
情
報
発
信
（
広
報
誌
の

発
行
、森
林
施
業
現
地
検
討
会
、懇
談
会
）

●
販
売
部
門

一
、
集
約
化
に
よ
る
素
材
生
産
コ
ス
ト
の

軽
減
を
図
り
、
組
合
員
へ
の
利
益
還
元

に
努
め
る

二
、
系
統
販
売
力
の
強
化
と
経
費
の
削
減

に
努
め
る

三
、
世
界
情
勢
が
不
透
明
な
中
、
原
木
流

通
の
状
況
を
見
極
め
、
森
林
所
有
者
の

意
向
に
応
え
ら
れ
る
様
、
人
工
林
の
皆

伐
を
推
進

四
、
薪
の
販
売
、
特
用
林
産
物
の
販
売

●
森
林
整
備
部
門

・
森
林
整
備
事
業

一
、
森
林
経
営
計
画
を
基
本
に
合
併
後
も

行
政
支
援
の
違
い
が
生
じ
な
い
造
林
・

下
刈
・
枝
打
ち
・
除
間
伐
事
業
の
実
施

　
（
森
林
整
備
計
画
）

植
林	

　
　

60
・
94‌

ha

下
刈	

１
９
４
・
36‌

ha

除
伐	

　
　

12
・
51‌

ha

保
育
間
伐	

　
　

７
・
15‌

ha

枝
打
ち	

　
　

０
・
78‌

ha

利
用
間
伐	

　
　

53
・
68‌

ha

皆
伐	

　
　

50
・
00‌

ha

二
、
民
間
事
業
体
と
の
連
携
を
図
り
、
効

率
的
な
森
林
施
業
に
努
め
る

三
、
搬
出
間
伐
・
下
刈
・
植
林
の
森
林
整

備
は
所
有
者
負
担
を
願
い
、
森
林
整
備

の
推
進
に
努
め
る

四
、
主
伐
地
に
対
す
る
確
実
な
再
造
林
を

行
い
、
造
林
未
済
地
の
解
消
に
努
め
る

五
、
労
働
災
害
防
止
に
向
け
た
講
習
会
、

研
修
会
、
安
全
大
会
を
開
催
し
災
害
ゼ

ロ
に
努
め
る

・
利
用
事
業

一
、
林
道
等
整
備
事
業
を
旭
川
市
と
比
布

町
で
取
組
む

二
、
請
負
事
業
と
市
・
町
有
林
入
札
へ
の

積
極
的
参
加
に
よ
り
事
業
量
の
確
保
を

図
る

三
、
森
林
保
険
の
加
入
推
進
と
災
害
時
に

於
け
る
被
害
調
査
、
申
請
事
務

・
購
買
事
業

一
、
造
林
用
山
行
苗
木
、
緑
化
木
、
果
樹

苗
木
の
斡
旋

二
、
野
鼠
駆
除
剤
の
斡
旋

三
、
き
の
こ
栽
培
資
材
の
斡
旋
（
原
木
、

ほ
だ
木
、
各
種
菌
）

四
、
暖
房
器
具
の
斡
旋

・
林
地
供
給
事
業

一
、林
地
流
動
化
情
報
の
収
集
、林
地
斡
旋
、

売
買

二
、
森
林
経
営
計
画
の
認
定
を
受
け
る
こ

と
が
確
実
で
あ
る
組
合
員
へ
の
斡
旋

・
金
融

一
、
林
業
改
善
資
金
及
び
日
本
政
策
公
庫

資
金
の
取
扱
い
事
務

●
そ
の
他

一
、
合
併
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
実
現
す
る

た
め
、
組
織
及
び
経
営
の
体
制
強
化
を

図
る

二
、林
地
流
動
化
に
伴
う
組
合
所
有
林
（
教

育
展
示
林
）
の
取
得
等
に
つ
い
て

三
、
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
方
法
の
検

討
四
、高
校
生
等
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
就

業
体
験
）
の
受
入

令
和
五
年
度

　部
門
別
の
取
組
概
要

薪作業

北の森づくり専門学院生の植付実習
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令
和
５
年
旭
川
市
森
林
組
合
の
森
林
整

備
予
算
は
前
年
比
92
％
の
配
分
決
定
と
な

り
ま
し
た
。
植
林
、
下
刈
等
を
実
施
す
る

直
営
作
業
員
は
現
在
11
名
体
制
で
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
伐
っ
た
ら
植
え
る
」
を
組
合
の
使
命
と

し
て
お
り
、
皆
伐
と
植
林
を
セ
ッ
ト
に
計

画
的
に
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の

為
、
造
林
予
算
の
関
係
上
１
～
３
年
お
待

ち
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け

し
ま
す
が
何
卒
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
植
林

　

今
年
度
は
植
林
を
60‌

ha
計
画
し
造
林
未

済
地
の
解
消
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
補
助

事
業
に
よ
る
植
林
の
所
有
者
負
担
は
ha
あ

た
り
上
限
６
万
円
で
す
。
但
し
、
組
合
が

関
与
し
な
い
皆
伐
後
の
植
林
は
全
額
負
担

と
な
り
ま
す
。

◎
下
刈

　

下
刈
は
１
９
４
ha
計
画
し
現
場
の
状
況

を
確
認
し
な
が
ら
、
所
有
者
と
の
合
意
の

下
で
６
～
８
月
中
旬
ま
で
作
業
を
実
施
し

ま
す
。
所
有
者
負
担
は
、
ha
あ
た
り
６
～

12
千
円
で
す
。

　
◎
利
用
間
伐

　

山
林
の
状
況
に
応
じ
定
性
間
伐
と
列
状

間
伐
に
よ
る
間
伐
を
53‌

ha
計
画
し
て
い
ま

す
。

　

昨
年
同
様
、
利
用
間
伐
の
所
有
者
負
担

が
あ
り
ま
す
が
、
間
伐
材
の
販
売
代
金
か

ら
所
有
者
負
担
を
頂
き
ま
す
の
で
、
実
際

の
持
ち
出
し
は
あ
り
ま
せ
ん
。
尚
、
令

和
４
年
の
間
伐
素
材
代
の
還
元
金
は
40
～

３
１
１
千
円
／
ha
の
幅
が
あ
り
平
均
で

２
２
６
千
円
／
ha
で
す
。

　

４
月
21
日
に
作
業
員
、
職
員
、
協
力
事

業
体
６
社
の
総
勢
36
名
が
参
加
し
て
安
全

講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
組
合
の
近
藤
業
務
部
長
が
講
師
と
な

り
、「
危
険
予
知
Ｋ
Ｙ
活
動
か
ら
災
害
を
防

止
す
る
」
と
題
し
、
講
義
致
し
ま
し
た
。

　

林
業
は
重
篤
な
労
働
災
害
が
多
発
し
て

い
ま
す
。
令
和
４
年
は
北
海
道
で
75
件
の

林
業
労
働
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

林
業
に
お
け
る
災
害
事
例
か
ら
災
害
発

生
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
不
安
全
行
動
を
引
き
起

こ
す
原
因
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

作
業
開
始
前
に
そ
の
日
の
作
業
内
容
や

現
場
の
状
況
な
ど
、
事
故
や
ケ
ガ
を
回
避

す
る
た
め
あ
ら
ゆ
る
危
険
の
可
能
性
を
探

り
、
そ
の
危
険
に
対
し
て
の
対
策
を
話
し

合
い
、
注
意
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
仲
間

同
士
で
、
あ
る
い
は
一
人
一
人
が
作
業
の

中
に
潜
む
危
険
を
確
認
し
災
害
ゼ
ロ
の
職

場
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

　

講
習
会
開
催
前
に
、澁
谷
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

が
講
師
と
な
り
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
森

林
認
証
に
つ
い
て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

※「
Ｋ
Ｙ
」
と
は
、

　
Ｋ
は
危
険
、
Ｙ
は
予
知
を
意
味
し
ま
す
。

令
和
五
年
度  

森
林
整
備
事
業
の
実
施

労
働
安
全
衛
生
講
習
会
を

開
催
し
ま
し
た

現場安全パトロール（東旭川の下刈作業）

◎
そ
の
他

　

除
伐
、
保
育
間
伐
、
枝
打
ち
は
所
有
者

負
担
が
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
補
助
事
業
に
つ
い
て
の
注
意
点

注
意
１　

補
助
金
を
活
用
し
て
森
林
の

手
入
れ
を
す
る
に
は
、
組
合
員
の
皆
様

と
森
林
組
合
が
森
林
経
営
委
託
契
約
を

締
結
し
、
森
林
経
営
計
画
が
樹
立
さ
れ

て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

注
意
２　

補
助
金
を
活
用
し
て
森
林
整

備
（
間
伐
、
植
栽
、
下
刈
等
の
保
育
）

を
実
施
し
た
山
林
は
、
実
施
し
た
次
の

年
か
ら
5
年
間
は
、
森
林
以
外
へ
の
転

用
や
全
面
伐
採
を
行
う
と
補
助
金
を
返

還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
ご
注
意

下
さ
い
。

植付作業　

現場作業の皆さん　

労働安全衛生講習会
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令
和
５
年
度
に
お
い
て
も
旭
川
市
、
比

布
町
に
お
け
る
民
有
林
内
の
林
道
草
刈
と

路
網
整
備
を
引
き
続
き
実
施
し
て
参
り
ま

す
。
地
域
の
実
情
を
解
消
で
き
る
よ
う
現

場
の
状
況
に
応
じ
、
順
次
整
備
を
進
め
て

参
り
ま
す
。

　

林
道
草
刈
は
旭
川
１
０
２
㎞
、
比
布
18

㎞
、
路
網
整
備
は
旭
川
7
㎞
、
比
布
1
㎞

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

民
有
林
作
業
道
の
維
持

民
有
林
作
業
道
の
維
持

管
理
事
業
に
つ
い
て

管
理
事
業
に
つ
い
て

　

５
月
１
日
よ
り
「
旭
川
市
と
み
は
ら
自

然
の
森
」
の
施
設
管
理
業
務
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

と
み
は
ら
自
然
の
森
は
旭
川
市
内
江
丹

別
（
中
心
部
か
ら
車
で
約
40
分
）
に
あ
る

森
林
と
林
業
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
と
し
た
施
設
で
す
。
森
の
散
策

路
は
約
２
・
５
㎞
あ
り
、
森
林
全
体
を
歩
く

と
２
時
間
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。

と
み
は
ら
自
然
の
森

きのこ講習会（とみはら自然の森）　

　

昨
年
６
月
、
合
併
後
の
新
体
制
で
新
た

な
森
林
組
合
系
統
の
運
動
方
針
「JForest

ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
０
」
を
策
定
致
し
ま
し

た
。
各
森
林
組
合
も
そ
れ
ぞ
れ
組
織
の
目

指
す
姿
を
策
定
し
、
そ
の
達
成
に
向
け
て

取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

Ⅰ
．
全
体
概
要　

　

２
０
３
０
の
運
動
方
針
で
は
、「
地
域
森

林
の
適
切
な
利
用
・
保
全
と
林
業
経
営
の

更
な
る
発
展
に
向
け
て
」
を
目
標
に
掲
げ
、

以
下
の
３
つ
の
課
題
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
組
合
員
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
（
利
益
還
元
）

●
働
く
人
の
所
得
向
上
・
就
業
環
境
改
善

●
事
業
拡
大
・
効
率
化
に
よ
る
経
営
の
安

定
　

運
動
期
間
は
令
和
12
年
度
末
ま
で
。

Ⅱ
．
10
年
後
の
夢
・
目
指
す
姿

　

地
域
の
森
林
管
理
の
担
い
手
と
し
て
、

未
来
に
向
け
た
森
林
を
守
り
育
て
る
た
め
、

再
造
林
が
可
能
な
山
元
の
立
木
価
格
を
確

保
し
、
伐
っ
た
ら
植
え
る
循
環
型
林
業
を

確
立
し
、
森
林
の
若
返
り
を
図
り
次
世
代

へ
引
き
継
ぐ
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
参

り
ま
す
。

　

当
森
林
組
合
が
目
指
す
姿
は
、
以
下
の

と
お
り
で
す
。

〇
組
合
員
に
信
頼
さ
れ
、
期
待
に
応
え
ら

れ
る
足
腰
の
強
い
組
合
経
営
を
目
指
す
。

〇
所
在
不
明
者
解
消
の
た
め
、
組
合
員
名

簿
の
情
報
更
新
に
努
め
る
。

〇
将
来
は
賦
課
金
を
徴
収
し
な
い
事
業
運

営
を
目
指
す
。

〇
主
伐
後
の
再
造
林
１
０
０
％
の
実
現
。

〇
旭
川
市
、
比
布
町
、
東
神
楽
町
の
３
地

区
で
所
有
者
負
担
の
違
い
が
生
じ
な
い

森
林
整
備
を
実
施
。

〇
職
員
、
現
場
技
能
者
の
定
着
を
図
る
。

〇
無
事
故
、
無
災
害
の
職
場
づ
く
り
。

Ⅲ
．
取
組
内
容
（
森
林
組
合
系
統
で
は
次

の
項
目
を
取
り
組
み
ま
す
。）

１
．
都
道
府
県
・
市
町
村
と
連
携
し
た
地

域
森
林
管
理
体
制
の
確
立

　

・
森
林
の
管
理
方
針
や
森
林
環
境
税
の

有
効
活
用
に
つ
い
て
旭
川
市
、
比
布

町
、東
神
楽
町
に
助
言
や
提
案
を
行
う
。

２
．
循
環
型
林
業
の
確
立
と
系
統
の
木
材

販
売
力
の
強
化

　

・
健
全
な
森
林
づ
く
り
に
向
け
引
き
続

き
森
林
整
備
を
推
進
。
伐
採
と
地
拵

の
一
貫
作
業
で
施
業
の
低
コ
ス
ト
を

図
る
。
道
森
連
の
系
統
販
売
を
推
進

し
、
系
統
の
安
定
供
給
と
価
格
交
渉

で
森
林
所
有
者
へ
の
立
木
価
格
（
利

益
還
元
）
を
実
現
す
る
。

３
．
高
度
人
財
の
確
保
・
育
成

　

・
各
世
代
の
偏
り
に
配
慮
し
た
職
員
、

現
場
技
能
者
の
新
規
採
用
。
実
務
能

力
の
向
上
に
努
め
る
。

４
．
協
同
組
合
と
し
て
組
合
員
に
信
頼
さ

れ
る
組
織
体
制
の
確
立

　

・
行
政
支
援
の
違
い
が
生
じ
な
い
森
林

整
備
の
実
現
。
全
て
の
役
職
員
が
社

会
規
範
を
遵
守
。

５
．
国
民
生
活
及
び
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
貢
献　

　

・
合
法
木
材
や
森
林
認
証
材
の
生
産
と

流
通
を
進
め
る
。

　
　

さ
ら
に
、
令
和
12
年
度
に
達
成
を
目

指
す
目
標
値
は
、
新
植
60‌

ha
、
切
捨
間

伐
30‌

ha
、
利
用
間
伐
90‌

ha
、
主
伐
60‌

ha
、

林
産
・
販
売
事
業
量
１
６
，
５
０
０
㎥
、

森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
認
定
者
数
3
人
、

休
業
4
日
以
上
死
傷
病
発
生
人
数
0
人

な
ど
の
目
標
を
設
定
し
ま
し
た
。

森
林
組
合
系
統
運
動

「
J
F
o
r
e
s
t
ビ
ジ
ョ
ン
2
0
3
0
」に
つ
い
て

野草観察会（とみはら自然の森）　

砂利敷（東鷹栖）

　

開
園
期
間
：
５
月
５
日
～
10
月
29
日

　

開
園
時
間
：
午
前
９
時
～
午
後
３
時

□
お
問
い
合
わ
せ
先

と
み
は
ら
自
然
の
森
ふ
れ
あ
い
館

　

電　

話
〇
一
六
六
―
七
三
―
二
一
四
二

旭
川
市
農
政
部

　

農
林
整
備
課
森
林
振
興
係

　

電　

話
〇
一
六
六
―
二
五
―
七
七
二
九
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今
年
２
月
と
４
月
に
始
期
を
迎
え
る
森
林
経
営
計
画
組
替
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
い
ま
し
た
。

　

旭
川
、
比
布
地
区
に
お
い
て
は
自
動
継
続
の
対
応
と
な
り
ま
し
た
が
、
東

神
楽
地
区
は
合
併
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
再
度
取
り
ま
と
め
、
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
に
よ
り
速
や
か
に
組
替
え
手
続
き
が
完
了
し
ま
し
た
。
今
回
の

森
林
経
営
計
画
の
団
地
構
成
は
下
図
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
国
の
補
助
金
を
使
っ
て
森
林
整
備
事
業
を
行
な
う
場
合
、
事
前
に

こ
の
計
画
に
入
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
事
業
が
出
来
ま
せ
ん
。
組
合
で
は
組
合

員
の
皆
様
と
委
託
契
約
を
結
び
、
適
宜
組
合
で
事
業
を
行
な
う
山
林
を
計
画

に
入
れ
る
よ
う
に

し
て
お
り
ま
す
。

　

計
画
期
間
途
中

か
ら
の
参
画
が
可

能
で
す
の
で
、
お

忘
れ
の
方
は
手
続

き
を
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

森
林
経
営
計
画
組
替
が
完
了

区
域 認定番号 対象地域 人数 対象林班 面　積 計画期間

旭
川
市

04 － 01 江丹別全域
・神居全域 163 人

1 ～ 30、
54 ～ 57、
59 ～ 66

3414.54ha

R5.2.20 ～ R10.2.1904 － 02 西神楽全域 119 人 68 ～ 84 688.77ha
04 － 03 東旭川全域 314 人 31 ～ 50 2094.55ha

04 － 04 東鷹栖全域 126 人 101 ～112 1064.62ha

比
布
町

04 － 01 比布全域 163 人 2 ～ 20 1588.49ha R5.4.1 ～ R10.3.31

東
神
楽
町

04 － 01 東神楽全域 154 人 1 ～ 15 1095.94ha R5.4.1 ～ R10.3.31

森林経営計画団地図森林経営計画団地図
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議
案
審
議
に
先
立
ち
、
木
津
組
合
長
よ
り
10
期
の
長
き
に
亘
り
総
代
を
務

め
て
頂
き
ま
し
た
6
名
の
方
々
の
勤
続
表
彰
と
、
職
員
勤
続
の
表
彰
を
執
り

行
い
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ
た
皆
様
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◎
総
代
10
期
勤
続
表
彰
者

　
江
丹
別
・
神
居
地
区

　
　
　
寺
本
　
順
一
　
様

　
江
丹
別
・
神
居
地
区

　
　
　
森
谷
　
道
男
　
様

　
西
神
楽
地
区

　
　
　
岩
倉
　
教
道
　
様

　
西
神
楽
地
区

　
　
　
山
本
　
清
市
　
様

　
西
神
楽
地
区

　
　
　
鷲
尾
　
嘉
一
　
様

　
東
旭
川
地
区

　
　
　
大
川
　
俊
幸
　
様

総
代
10
期
勤
続
者
表
彰

職
員
永
年
勤
続
表
彰
者

20
年
勤
務
　
　
近
藤
貴
彦

20
年
勤
務
　
　
松
浦
広
美

10
年
勤
務
　
　
松
井
俊
己

10
年
勤
務
　
　
吉
本
宏
大

◎当日8時30分～ 9時00分までに連絡いただければ、
当日伺うことができますが、遅れた場合、翌日以降の回
収となる場合があります。

【連絡先】旭川市森林組合

（080-6083-2355）
◎土日休日はアライグマの回収
は行いません。

旭川市のアライグマ捕獲業務
アライグマが箱罠に掛かった方へ

◎１日１回、箱罠の確認をお願いします。
　餌がない場合には補充をお願いします。
◎アライグマの情報（目撃・痕跡・被害）をお寄せください。

《
お
願
い
》

①相続、死亡等により山林名義の変更をしたとき
　（相続の場合は、相続開始後150日以内です。）

②自宅の住所・連絡先が変更
になったとき
　各種届出の必要がありますの
で、組合事務所までお問い合せ
くださいますようお願い致し
ます。

組合員各種届出のお願い

※各種届出用紙は、ホームページからもダウンロードできます。

アライグマ捕獲業務打合せ

　
森
林
組
合
の
賦
課
徴
収

額
に
つ
き
ま
し
て
は
、
２

月
の
総
代
会
で
次
の
と
お

り
決
定
を
頂
き
ま
し
た
。

期
日
が
７
月
31
日
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
納
入
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
尚
、
10 

ha
以
上
所
有
さ

れ
て
い
る
方
の
面
積
割
は
、

10 

ha
未
満
が
２
０
０
円
、

10 

ha
以
上
が
１
０
０
円
で

計
算
さ
れ
ま
す
の
で
御
了

承
願
い
ま
す
。

賦
課
金
の
納
入
期
限

７
月
31
日
迄
で
す

山
林
の
売
買

は
林
地
供
給

事
業
で

　
林
地
供
給
事
業
と
は
、

規
定
に
基
づ
き
林
地
を
譲

渡
（
売
買
）
し
た
場
合
に
、

そ
の
譲
渡
人
に
対
し
税
法

上
の
恩
恵
と
し
て
、
譲
渡

所
得
か
ら
８
０
０
万
円
が

特
別
控
除
さ
れ
ま
す
の

で
、
売
買
を
希
望
す
る
方

は
是
非
組
合
に
ご
相
談
下

さ
い
。

左から木津組合長、森谷道男さん、岩倉教道さん、鷲尾嘉一さん、大川俊幸さん

　

４
月
12
～
14
日
各
地
区
で
開
催
し
た

地
区
別
懇
談
会
の
主
な
質
疑
と
そ
の
回

答
で
す
。

問　
所
有
者
不
明
の
山
林
で
の
倒
木
で

困
っ
て
い
ま
す
。 

答　
所
有
者
不
明
山
林
の
対
応
に
つ
い

て
、
環
境
税
の
活
用
策
と
し
て
市
町

村
に
提
案
し
て
い
き
た
い
。

問　
市
内
で
不
法
投
棄
さ
れ
て
い
る
場

所
が
あ
り
ま
す
。
ど
う
し
た
ら
良
い

で
す
か
。

答　
旭
川
市
環
境
部
が
管
轄
し
て
い
ま

す
の
で
そ
こ
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
　

※
比
布
地
区
、
東
神
楽
地
区
は
各

行
政
に
連
絡
し
て
下
さ
い
。

問　
ア
ラ
イ
グ
マ
は
増
え
て
い
ま
す
か
。

５
１
０
頭
は
、
旭
川
市
だ
け
で
す
か
。

答　
毎
年
５
０
０
頭
前
後
で
推
移
し
て

い
ま
す
。
５
１
０
頭
は
旭
川
市
だ
け

で
す
。
令
和
４
年
４
月
か
ら
令
和
５

年
３
月
迄
で
５
４
９
頭
捕
獲
し
ま
し

た
。

問　
以
前
、
林
道
が
通
れ
な
い
場
所
や

排
水
路
が
詰
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が

あ
り
、
何
処
で
対
応
し
て
も
ら
え
ま

す
か
。

答　
東
神
楽
地
区
の
林
道
は
、
町
道
が

多
い
で
す
。
管
轄
が
分
か
ら
な
い
時

は
、
ま
ず
役
場
の
建
設
課
で
確
認
で

き
ま
す
。
民
有
地
で
あ
れ
ば
組
合
で

対
応
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　
山
林
を
相
続
し
た
が
、
何
を
し
た

ら
い
い
か
教
え
て
ほ
し
い
。
場
所
も

わ
か
ら
な
い
。

答　
ど
ん
な
山
林
か
で
出
来
る
事
も
違

い
ま
す
。
ま
ず
は
自
分
の
山
を
確
認

し
て
も
ら
い
相
談
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

組
合
で
も
現
地
案
内
し
ま
す
の
で

言
っ
て
下
さ
い
。

問　
今
年
、
東
鷹
栖
地
区
の
森
林
整
備

の
予
定
は
あ
り
ま
す
か
。

答　
現
在
皆
伐
１
件
と
下
刈
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
そ
の
他
は
別
の
地
区
と

調
整
し
な
が
ら
出
来
る
事
が
あ
れ
ば

実
施
し
ま
す
。

問　
組
合
で
販
売
し
て
い
る
薪
は
、
場

地
区
別
事
業
推
進
会
議
の
質
疑
応
答
集

所
や
林
齢
、
樹
種
な
ど
決
ま
り
は
あ

り
ま
す
か
。

答　
事
業
で
出
た
パ
ル
プ
材
を
買
っ
て

い
る
の
で
、
薪
用
だ
け
の
伐
採
を
し

て
い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　
自
分
で
薪
を
作
っ
た
ら
買
っ
て
も

ら
え
ま
す
か
。

答　
状
況
に
よ
っ
て
買
う
事
は
あ
り
ま

す
が
、
し
て
い
ま
せ
ん
。

問　
林
業
機
械
３
台
は
具
体
的
に
何
で

す
か
。
林
業
機
械
の
利
用
状
況
と
費

用
対
効
果
は
。

答　
令
和
３
年
に
グ
ラ
ッ
プ
ル
、
令
和

４
年
に
ハ
ー
ベ
ス
タ
、
令
和
５
年
に

フ
ェ
ラ
バ
ン
チ
ャ
ー
ザ
ウ
ル
ス
を
購

入
し
て
い
ま
す
。
直
営
作
業
班
の
通

年
雇
用
は
５
人
で
、
そ
の
う
ち
３
人

が
皆
伐
事
業
と
地
拵
を
行
い
、
下
刈

時
期
は
機
械
が
止
ま
っ
て
い
る
状
況

で
す
。

比布地区

東神楽地区

東旭川地区

西神楽地区
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議
案
審
議
に
先
立
ち
、
木
津
組
合
長
よ
り
10
期
の
長
き
に
亘
り
総
代
を
務

め
て
頂
き
ま
し
た
6
名
の
方
々
の
勤
続
表
彰
と
、
職
員
勤
続
の
表
彰
を
執
り

行
い
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ
た
皆
様
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◎
総
代
10
期
勤
続
表
彰
者

　
江
丹
別
・
神
居
地
区

　
　
　
寺
本
　
順
一
　
様

　
江
丹
別
・
神
居
地
区

　
　
　
森
谷
　
道
男
　
様

　
西
神
楽
地
区

　
　
　
岩
倉
　
教
道
　
様

　
西
神
楽
地
区

　
　
　
山
本
　
清
市
　
様

　
西
神
楽
地
区

　
　
　
鷲
尾
　
嘉
一
　
様

　
東
旭
川
地
区

　
　
　
大
川
　
俊
幸
　
様

総
代
10
期
勤
続
者
表
彰

職
員
永
年
勤
続
表
彰
者

20
年
勤
務
　
　
近
藤
貴
彦

20
年
勤
務
　
　
松
浦
広
美

10
年
勤
務
　
　
松
井
俊
己

10
年
勤
務
　
　
吉
本
宏
大

◎当日8時30分～ 9時00分までに連絡いただければ、
当日伺うことができますが、遅れた場合、翌日以降の回
収となる場合があります。

【連絡先】旭川市森林組合

（080-6083-2355）
◎土日休日はアライグマの回収
は行いません。

旭川市のアライグマ捕獲業務
アライグマが箱罠に掛かった方へ

◎１日１回、箱罠の確認をお願いします。
　餌がない場合には補充をお願いします。
◎アライグマの情報（目撃・痕跡・被害）をお寄せください。

《
お
願
い
》

①相続、死亡等により山林名義の変更をしたとき
　（相続の場合は、相続開始後150日以内です。）

②自宅の住所・連絡先が変更
になったとき
　各種届出の必要がありますの
で、組合事務所までお問い合せ
くださいますようお願い致し
ます。

組合員各種届出のお願い

※各種届出用紙は、ホームページからもダウンロードできます。

アライグマ捕獲業務打合せ

　
森
林
組
合
の
賦
課
徴
収

額
に
つ
き
ま
し
て
は
、
２

月
の
総
代
会
で
次
の
と
お

り
決
定
を
頂
き
ま
し
た
。

期
日
が
７
月
31
日
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
納
入
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
尚
、
10 

ha
以
上
所
有
さ

れ
て
い
る
方
の
面
積
割
は
、

10 

ha
未
満
が
２
０
０
円
、

10 

ha
以
上
が
１
０
０
円
で

計
算
さ
れ
ま
す
の
で
御
了

承
願
い
ま
す
。

賦
課
金
の
納
入
期
限

７
月
31
日
迄
で
す

山
林
の
売
買

は
林
地
供
給

事
業
で

　
林
地
供
給
事
業
と
は
、

規
定
に
基
づ
き
林
地
を
譲

渡
（
売
買
）
し
た
場
合
に
、

そ
の
譲
渡
人
に
対
し
税
法

上
の
恩
恵
と
し
て
、
譲
渡

所
得
か
ら
８
０
０
万
円
が

特
別
控
除
さ
れ
ま
す
の

で
、
売
買
を
希
望
す
る
方

は
是
非
組
合
に
ご
相
談
下

さ
い
。

左から木津組合長、森谷道男さん、岩倉教道さん、鷲尾嘉一さん、大川俊幸さん
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合
併
契
約
に
基
づ
き
両
組
合
の
役
員
は
合
併
後
最
初
に
開
催
さ
れ
る
総
代
会
ま

で
の
任
期
と
な
って
い
ま
し
た
。

　
去
る
２
月
28
日
開
催
の
総
代
会
に
お
い
て
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
新
役
員
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。
同
日
開
催
の
理
事
会
・
監
事
会
で
代
表
理
事
組
合
長
に
木
津
勝
氏
、

副
組
合
長
に
明
田
教
義
氏
、
角
一
郎
氏
、
代
表
監
事
に
髙
倉
忠
氏
が
就
任
さ
れ
ま

し
た
。

　
組
合
員
皆
様
の
負
託
に
応
え
信
頼
さ
れ
る
組
合
と
し
て
役
職
員
一丸
と
な
っ
て
全

力
を
尽
く
す
所
存
で
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

理　事
定岡　秀樹

（選任区　5区）　再任

副組合長理事
角　　一郎

（選任区　4区）　再任

副組合長理事
明田　教義

（選任区　5区）　再任

代表理事組合長
木津　　勝

（選任区　3区）　再任

理　事
久保　宣夫

（選任区　6区）　再任

理　事
大杉　貴之

（選任区　1区）　新任

理　事
安田　　隆

（選任区　2区）　新任

理　事
島田　憲和

（選任区　3区）　新任

理　事
飯田　賢治

（選任区　6区）　再任

理　事
武石　正志

（選任区　1区）　再任

理　事
木村　清志

（選任区　2区）　新任

理　事
安孫子順一

（選任区　4区）　再任

監　事
日下　猛文

（選任区　1区）　再任

代表監事
髙倉　　忠

（選任区　3区）　再任

理　事
椿　　芳夫

（選任区　２区）２期５年

理　事
品川　　功

（選任区　１区）２期５年

理　事
小檜山　隆

（選任区　３区）６期16年

理　事
城　　英利

（選任区　６区）１期９ヶ月

理　事
伴野　　茂

（選任区　６区）１期９ヶ月

理　事
安田　　進

（選任区　２区）２期５年

監　事
髙橋　　進

（選任区　６区）１期９ヶ月

理　事
藤原　　悟

（選任区　６区）１期９ヶ月

監　事
池生　勝義

（選任区　６区）１期９ヶ月

　
森
林
組
合
の
役
員
と
し
て
永
き
に
亘
り
事
業
運
営
に

参
画
で
き
ま
し
た
こ
と
思
い
出
多
い
経
験
に
な
り
ま
し

た
。
組
合
員
各
位
の
ご
協
力
を
頂
き
職
務
を
全
う
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
組
合
員
の
ご
繁
栄
と
組
合
の
ご
発
展
を

祈
願
し
退
任
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

退
任
役
員
挨
拶

旭
川
市
森
林
組
合
役
員
紹
介

完全週休２日制に移行しています。
●業務時間：
　◎夏季時間（５月１日～11月30日）　８：００　～　１７：００
　◎冬季時間（12月１日～４月30日）　８：３０　～　１７：００
●休　　日：土曜日、日曜日、祝祭日、お盆、年末年始

組合の

業務時間
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事務所内事務所内

名　　　　称
設　　　　立
所 在 地

代 表 電 話
Ｆａｘ 番 号
代 表 者 名
従 業 員 数
組 合 員 数
森林所有面積
出 資 金
事 業 区 域
email:asahikawa@a-sinrin.com
URL:http://www.a-sinrin.com

旭川市森林組合
昭和45年3月26日
北海道旭川市
工業団地3条1丁目2番15号
0166-36-4268
0166-36-4290
代表理事組合長　木　津　　勝
31名
1,298人
10,795.61ｈａ
93,969千円
旭川市・比布町・東神楽町の区域

　永
年
組
合
の
事
業
推
進
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　こ
こ
に
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
元
）
役

　員

　
　安

　田

　
　
　光

　
　令
和
五
年

　一
月
二
十
二
日

（
元
）
役

　員

　
　大

　箭

　弘

　敏

　
　令
和
五
年

　五
月

　十
四
日

（
前
）
総

　代

　
　菅

　野

　孝

　夫

　
　令
和
四
年

　九
月
二
十
九
日

（
前
）
総

　代

　
　田

　中

　和

　之

　
　令
和
四
年

　十
月

　十
一
日

（
現
）
総

　代

　
　土

　田

　孝

　一

　
　令
和
五
年

　三
月
二
十
九
日

（
現
）
総

　代

　
　小

　倉

　公

　正

　
　令
和
五
年

　五
月

　
　五
日

（
現
）
総

　代

　
　坂

　井

　仲

　良

　
　令
和
五
年

　五
月

　
　九
日

訃

　
　報

訃

　
　報

目指そう森林新時代
旭川市森林組合の森林づくり十ヶ条

・森林づくりは人づくり
・景観に優れた美しい森林づくり
・適期作業で良質材生産の森林づくり
・生命力に溢れた健康の森林づくり
・未来に引き継ぐ資源の森林づくり
・水を蓄え国土を守る安心の森林づくり
・心を豊かにする文化創造の森林づくり
・地球温暖化を防ぐ緑の森林づくり
・地材地消で経済性豊かな森林づくり
・活力ある組合　信頼の森林づくり

も　り
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